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　昨年３月１１日に発生した東日本大震災では、東北地方を中心に津波による甚大な

被害を受け、必死の復興作業が今も継続的に行われています。また、タイを襲った豪

雨による浸水被害により、日本企業の工場が壊滅的な打撃を受けるなど、わが国経済

は、未だに不況から抜け出せずに苦しんでいる状況です。

　しかしながら、エコカー補助金の復活や復興需要の高まりなどから、国内需要は徐々

にではありますが、回復の兆しが見えてきたところでもあります。

　このような大変厳しい時期ではありますが、「町民の生命を守り、安全・安心なま

ちづくり」を主眼に置き、町民の福祉と生活環境向上のための施策に全力で取り組ん

でいくこととし、平成２４年度の小鹿野町一般会計予算は、６３億２千２３３万円と

なったところであります。

　私はこれからも、先行きの見えない不透明な状況下でありますが、国の動向を注視

しながら、町の全ての会計の健全運営を見据えた財政運営に取り組み、町民の皆様が

安心して暮らせるまちづくりに全力で取り組んでいく所存であります。

　本予算説明書では、平成２４年３月定例議会で申し上げた「施政方針」に基づく主

な事業について説明してあります。今後とも、皆様方のなお一層のご支援・ご協力を

賜りますようお願い申し上げ、発行にあたっての挨拶といたします。

　　平成２４年５月

小鹿野町長　福　島　弘　文

は じ め に

町の花：セツブンソウ 町の鳥：ウグイス町の木：モミジ
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●学校教育施設環境改善交付金事業（一般会計）
　国の交付金を受けて次の事業が町の平成２３年度補正予算に計上・繰越され、平成
２４年度予算（６３億２，２３３万円）と一体として実施されます。

平成２４年度　予算規模について

●予算規模

会　　計　　名 予　　算　　額 対前年度比

一 般 会 計 ６３億２,２３３万円 △１. ４％

国民健康保険特別会計       １６億８,３５１万３,０００円 △１. ２％

後期高齢者医療特別会計 ２億５,２４２万５,０００円 ２. １％

介 護 保 険 特 別 会 計 １５億 ７２３万円 １. １％

浄化槽設置管理等特別会計 １億３,６７０万円 ０. ３％

病 院 事 業 会 計 １５億 １３８万７,０００円 △３. ２％

水 道 事 業 会 計 ３億６,４８２万４,０００円 △５. ８％

国 民 宿 舎 事 業 会 計 ２億２,４５９万６,０００円 △１２. ６％

合　　　　　計 １１９億９,３００万５,０００円 △１. ６％
　（※注　対前年度比欄の△は減少）

事　　業　　名 予　　算　　額 内　　　　　容

学校施設整備事業

小学校施設整備事業 ９，７３２万円

長若・三田川・両神小学校
へ太陽光発電設備を設置す
るほか、長若小学校体育館
耐震補強工事を実施しま
す。

学校施設整備事業

中学校施設整備事業 ５，９６０万円 三田川中学校校舎の耐震補
強工事を行います。

園舎等維持管理事業

幼稚園施設整備事業 ２，２５０万円 小鹿野幼稚園園舎の耐震補
強工事を行います。

合　　計 １億７，９４２万円
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Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり

■自然公園等維持管理事業（担当：産業観光課）

　当町の恵まれた自然環境・伝統文化を守り、町民
の皆さんが安心して暮らせる環境整備は、在住者の
みならず、来町者を増加させ、町を活性化させるも
のと考え、適切な維持管理を行います。

■住宅用太陽光発電設備・

　高効率温水器設置費補助事業（担当：住民課）

　昨年の東日本大震災以来、自然エネルギーへの転
換が急務となっています。そこで、昨年度に続き、
太陽光発電設備の設置費を補助するとともに、温水
器設置費補助については、補助件数を増加して町民
の皆さんのご要望にお応えしていきます。

■公衆トイレ水洗化事業（担当：住民課）

　町の豊かな自然環境の保全や、町を訪れる方々が
気持ちよく過ごせるため、本年度も２箇所の公衆ト
イレの水洗化工事を実施します。（伊豆沢・河原沢
地内を予定しています。）
　来年度以降も、計画的に公衆トイレの水洗化を進
めていきます。

　小鹿野町は、恵まれた自然環境の中に
あり、自然との共生を図りながら、快適
で安全な居住空間づくりを行ってきまし
た。
　これからも安心して住み続けられる住
環境の整備に向けた施策の展開を図って
いきます。

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり
日
本
百
名
山
：
両
神
山

太陽光発電設備（小鹿野小学校）

観光トイレ（三田川小学校）

総事業費：１，９１３万円
入 園 料 等 239万円
県 補 助 金 525万円
町 の 負 担 金 1,149万円

総事業費：３５７万円
町 の 負 担 金 357万円

総事業費：１，４００万円
町 の 負 担 金 1,400万円
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Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり

■浄化槽転換事業（担当：衛生課）

　本年度は、５０基分の単独浄化槽を合併浄化槽へ
転換する事業の補助を予定しています。

■町営バス運行事業（担当：両神庁舎管理課）

■過疎バス対策事業（担当：総合政策課）

　７７歳以上の方のバス無料券は、多くの方にご利
用いただいています。今年度は、バス路線の再編を
視野に入れ、両神地区に、バスターミナルを新設す
るとともに、引き続き、西武観光バスへの赤字補填
を行い、町民の皆様の利便性確保に努めます。

■町単独道路整備事業（担当：建設課）

■道整備交付金事業（担当：建設課）

■社会資本整備総合交付金事業（担当：建設課）

　昨年度までは、国の緊急経済対策交付金等を利用
して住民生活に欠かせない町道の整備を行ってきま
したが、今年度は、道整備交付金や社会資本整備総
合交付金並びに合併特例債を活用し、町道１８９号
線や町道８９号線、その他町道の改良・舗装事業を
行います。

■橋梁維持管理事業（担当：建設課）　　　　

■橋梁長寿命化計画策定事業（担当：建設課）

　昨年度実施した橋梁点検に基づく改修計画を策定
し、今後、計画的に橋梁の補修を行っていきます。
　本年度は、飯田地区にある柏木橋の補修工事を行
います。

■河川整備事業（担当：建設課）

　本年度は、伊豆沢・長留・両神薄地内の河川改修
工事を行います。

総事業費：１，５００万円
県 補 助 金 1,400万円
町 の 負 担 金 100万円

総事業費：１億４１３万円
県 補 助 金 1,319万円
使 用 料 859万円
町 の 負 担 金 8,235万円
（内借入金） 1,600万円

総事業費：１億７４０万円
国 補 助 金 1,550万円
町 の 負 担 金 9,190万円
（内借入金） 7,600万円

総事業費：３，４７０万円
国 補 助 金 1,920万円
町 の 負 担 金 1,550万円
（内借入金） 1,000万円

総事業費：１，８３２万円
町 の 負 担 金 1,832万円
（内借入金） 1,530万円
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Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり

■国県道建設促進事業（担当：総合政策課・建設課）

　国県道等の基幹道路整備については、国・県等に
対して毎年早期整備の要望活動を展開しています。
　本年度は、一本杉峠開削について、秩父市と共同
で調査を行うための予算を計上いたしました。

■交通安全施設設置事業（担当：建設課）

　町道の区画線・道路照明灯・道路反射鏡などの維
持補修、新設などを行い、交通の安全対策に取り組
んでいきます。

■防災関係事業（担当：住民課）

　東日本大震災を受けて、全国全ての地方公共団体
が見直しを求められている「地域防災計画」の再策
定等を行います。

■非常備消防事業（担当：住民課）

　安全・安心なまちづくりに欠かせない小鹿野町消
防団（５支団・２７分団）の活動に係る経費です。
本年度は、第二支団が出場する消防操法大会出場経
費や、機械器具購入経費などを計上しました。

■消防設備整備事業（担当：住民課）

　消火活動に欠かせない、防火水槽やホースポール
の建設費、並びに老朽化した指令車の購入経費など
です。

総事業費：２，６８２万円
町 の 負 担 金 2,682万円
（内借入金） 480万円

総事業費：１０９万円
町 の 負 担 金 109万円

総事業費：３００万円
町 の 負 担 金 ３００万円

総事業費：６４４万円
町 の 負 担 金 ６４４万円

総事業費：７，１５３万円
町 の 負 担 金 ７，１５３万円
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Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境づくり

■水道事業会計（担当：水道課）

　水道事業については、安全で安心なおいしい水の
安定供給に努めております。
　引き続き健全経営を念頭に、施設の改修・整備等
を行っていきます。

■浄化槽設置管理等特別会計（担当：衛生課）

　自然環境に配慮した合併浄化槽設置事業を積極
的に展開していくとともに、適切な維持管理に努
めていきます。

総事業費：３億６，４８３万円
事 業 収 入 24,237万円
国 県 補 助 金 536万円
町 の 負 担 金 11,710万円

総事業費：１億３，６７０万円
使 用 料 等 3,383万円
国 補 助 金 1,448万円
町 の 負 担 金 8,839万円
（内借入金） 5,000万円
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Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

■各種予防接種事業（担当：保健福祉課）

　前年度から実施している幼児Ｈｉｂワクチン及び
小児肺炎球菌ワクチン、中学生女子の子宮頸がんワ
クチン接種費の全額補助を行います。また、高齢者
の肺炎球菌ワクチン接種費の一部助成についても引
き続き実施していきます。

■各種検診事業（担当：保健福祉課）

　近年の生活習慣病は、低年齢化が進んでいます。
そこで、早期予防を目的に、本年度から小学５年生
及び中学２年生の検診を実施することで、家族の健
康づくりに取り組んでいきます。

■特別保育事業補助事業（担当：住民課）

　待機児童の解消を図るため、前年度は両神保育所
の増改築工事を実施しました。
　本年度は、民間保育所の増改築工事に要する経費
の一部を国の補助制度を利用する中で助成していき
ます。

　当町は、町立病院を核として、以前か
ら保健・医療・福祉の連携・充実に取り
組み、着々と実績を積み上げ、その取り
組みは県内外で大いに注目されていま
す。
　本年度は、生活習慣病を早期に予防す
るため、小学５年生及び中学２年生を対
象に検診を実施し、さらなる健康増進に
取り組んでいきます。

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり

両神保育所

般若の丘・いきいき館

総事業費：４，４５２万円
県 補 助 金 693万円
町 の 負 担 金 3,759万円

総事業費：２，１６８万円
個 人 負 担 金 160万円
国 補 助 金 198万円
町 の 負 担 金 1,810万円

総事業費：４，１３８万円
国 補 助 金 2,000万円
県 補 助 金 608万円
町 の 負 担 金 1,530万円
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Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

■ちちぶ定住自立圏推進事業

　（医療連携）（担当：保健福祉課）

　数年来全国で続いている医療職員不足はなかなか
打開の目処が立たない状況です。そうした中、前年
度発足した「秩父地域医療協議会」において、秩父
全域の医療体制確保に向けて協議が開始されました。
　本年度も引き続き、医療職員確保に向け、努力し
ていきます。

■医学生修学資金貸付事業（担当：保健福祉課）

　将来の町立病院の医師確保を目的に、医学生　
等に修学資金の貸付を行っています。
　現在１名の方が研修を終了しています。

■こども医療費支給事業（担当：住民課）　

■ひとり親家庭等医療費支給事業（担当：住民課）

■重度心身障害者医療費支給事業（担当：保健福祉課）

　以前からご要望のあった、福祉３医療費（こども
医療・ひとり親家庭等医療・重度心身障害者医療）
の窓口払いの廃止については、秩父全域で取り組む
ことになり、平成２５年４月の実施に向け、本年度
から協議を行っていきます。

■健康指導事業（担当：保健福祉課）

■認知症対策事業（担当：保健福祉課）

　保健・医療・福祉の充実に力を入れている当町に
おいても、健康に不安を抱えている方は少なくない
と思います。自宅で認知症患者を介護している家族
の方々の不安を少しでも解消できるように、イン
ターネットによる相談窓口を新規に開設するととも
に、電話による２４時間相談体制も引き続き行って
いきます。
　また、介護予防や健康増進に多くの方にご利用い
ただいている「般若の丘・いきいき館」の運動室を
快適な利用空間にするため、エアコンを設置する費
用も計上しました。

総事業費：１，０００万円
町 の 負 担 金 1,000万円

総事業費：２，５２０万円
町 の 負 担 金 ２，５２０万円

総事業費：８，１７５万円
県 補 助 金 2,795万円
町 の 負 担 金 5,380万円

総事業費：９５０万円
県 補 助 金 57万円
町 の 負 担 金 893万円
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Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

■シルバー人材センター補助事業（担当：保健福祉課）

■老人クラブ関係事業（担当：保健福祉課）

　各地区で結成されている老人クラブは、平成２３
年度２０団体・１，５７７人の方が参加し、様々な
活動を行っています。
　また、シルバー人材センター（旧高齢者事業団）は、
１８０人を超える方が登録し、生きがい作りのため
に、元気に働いています。
　これらは、健康づくりにも繋がる大切な活動と考
えていますので、引き続き、助成を行っていきます。

■病院事業会計（担当：町立病院）

　町立病院は、医療職員の不足等大変厳しい経営状
態となっていますが、町民の健康づくりの拠点とな
る施設であることから、医師住宅の改修などを行い、
医療職員の確保・充実に努めていきます。

■介護保険特別会計（担当：保健福祉課）

　●保険事業勘定

■国民健康保険特別会計（担当：保健福祉課）

　引き続き国保会計は厳しい運営状況が続いていま
すが、加入者の負担を少しでも緩和することを目的
に、前年度は一般会計から過去最高額の繰出を行い
ましたが、本年度も同額を計上しました。

■後期高齢者医療特別会計（担当：保健福祉課）

小鹿野町ゲートボール大会

●保険事業勘定　　　　　　　　　　　　●サービス事業勘定

総事業費：７１０万円
県 補 助 金 28万円
町 の 負 担 金 682万円

総事業費：１５億１３９万円
医 業 収 入 112,200万円
医 業 外 収 入 17,300万円
町 の 負 担 金 20,639万円
（内借入金） 1,940万円

総事業費：２億６，３４０万円
事 業 収 入 24,237万円
国 補 助 金 62万円
町 の 負 担 金 2,032万円
そ の 他 9万円

総事業費：２億５，２４３万円
保 険 料 7,306万円
交 付 金 等 16万円
町 の 負 担 金 17,914万円
そ の 他 7万円

総事業費：１６億８，３５２万円
国 保 税 25,967万円
国 県 補 助 金 48,501万円
交 付 金 等 73,270万円
町 の 負 担 金 20,404万円
そ の 他 210万円

総事業費：１２億４，３８４万円
保 険 料 20,132万円
基 金 交 付 金 34,864万円
国 県 補 助 金 48,475万円
町 の 負 担 金 20,899万円
そ の 他 14万円
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Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

■義務教育支援事業（担当：学校教育課）

　本年度も引き続き、第二子以降の児童・生徒の給
食費と教材費を助成し、義務教育課程における教育
支援を行っていきます。

■小学校施設整備事業（担当：学校教育課）

　耐震補強工事にあわせて、雨漏りしている屋根の
修理等を行う三田川小学校校舎の大規模改修工事の
設計費を計上しました。なお、工事は、平成２５年
度を予定しています。

■中学校施設整備事業（担当：学校教育課）

　小鹿野中学校校舎を大規模改修するための設計費
を計上しました。なお、工事は、平成２５年度を予
定しています。

■学校給食関係事業（担当：学校教育課）

　学校給食の安全性を確保するため、全ての調理場
に真空冷却機を設置するとともに、食品と土壌の放
射性物質検査手数料を計上し、安全・安心な教育環
境づくりに配慮しました。

■学校図書館事業（担当：学校教育課）

　町内各小中学校の図書購入費を増額するとともに、
緊急雇用創出基金事業を活用して、図書整理支援員
を２名配置いたします。

　少子・高齢化の進行や目まぐるしく変
化する社会情勢に的確に対応するととも
に、郷土愛を育みながら子どもたちの可
能性を引き出し、心豊かな人材を育成す
るために、教育環境の整備が不可欠と
なっています。

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

郷
土
芸
能
祭

総事業費：６，６５２万円
町 の 負 担 金 6,652万円
（内借入金） 1,510万円

総事業費：５９７万円
県 補 助 金 244万円
町 の 負 担 金 353万円

総事業費：３，０８２万円
町 の 負 担 金 3,082万円

総事業費：７６０万円
町 の 負 担 金 ７６０万円

総事業費：２，３１０万円
町 の 負 担 金 ２，３１０万円
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Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

総事業費：５８２万円
町 の 負 担 金 ５８２万円

総事業費：２４８万円
町 の 負 担 金 ２４８万円

総事業費：４３７万円
町 の 負 担 金 ４３７万円

総事業費：２１４万円
町 の 負 担 金 ２１４万円

■スポーツ振興事業（担当：社会教育課）

　スポーツの振興は、町民の健康づくりはもとより、
コミュニティ活動の推進にも欠かせない存在となっ
ています。
　本年度もスポーツ団体への助成や地区運動会開催
の助成、並びに好評を得ているイースタンリーグ（プ
ロ野球公式戦）招致実行委員会への助成も引き続き
行います。

■ロードレース大会開催事業（担当：社会教育課）

　最近のマラソンブームは勢いがとまりません。
小鹿野ロードレースもその影響を受け、毎年１，
０００人を超える参加者が出るほどの人気大会と
なっています。
　スポーツ大会ではありますが、町外からの参加者
が大勢いますので、町をＰＲする絶好の機会と捉え、
盛り上げていきます。

■弓道場維持管理事業（担当：社会教育課）

　青少年から大人まで幅広い年齢層に人気のある競
技です。
　本年度は、弓道場の防護幕を設置する工事を行い、
安心して利用できる環境づくりに取り組みます。

■総合センター維持管理事業（担当：社会教育課）

　現在、埋蔵文化財を修復・保管しておりますが、
建築後４０年を経過しているため、今後の活用を考
慮し、耐震診断を行います。

イースタンリーグ

ロードレース大会
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Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

総事業費：６１６万円
町 の 負 担 金 ６１６万円

総事業費：５８４万円
町史販売代金 10万円
町 の 負 担 金 574万円

■歌舞伎のまちづくり事業（担当：社会教育課）

　小鹿野歌舞伎は、町を代表する伝統芸能となって
います。加えて、町外での出張公演を数多く行い、
町をＰＲする芸能として、欠かせない存在です。
　本年度は後継者育成に関する経費や、かつらの新
調経費、歌舞伎・郷土芸能祭開催費補助金などを計
上しました。

■指定文化財管理事業（担当：社会教育課）

　町の貴重な財産である重要文化財を後世まで守り
伝えていくことは、とても大切なことと考えていま
す。
　本年度は、宗吾神社の舞殿屋根、木魂神社（お天
狗様）の神楽殿を修理するための助成金を計上しま
した。

宗吾神社の舞殿

小鹿野歌舞伎（鉄砲まつり）

小鹿野歌舞伎（お天狗様）
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Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

■農業振興事業（担当：産業観光課）

　雇用と所得を確保し、若者や子どもが地域に定住
できる社会を構築するため、農林漁業生産と加工・
販売の一体化や、地域資源を活用した新たな産業の
創出を促進するなど、６次産業化を推進していきま
す。

■基幹水利施設ストックマネジメント事業

　（担当：産業観光課）

　小鹿野用水を補修するために、平成２４・２５年
度の２年間で、調査を行い、補修計画を策定するた
めの事業を行います。

■緊急雇用創出基金事業（担当：産業観光課）

　長引く不況により、引き続き厳しい雇用環境と
なっていることに考慮し、本年度も埼玉県の制度を
利用し、以下の事業において雇用の創出を図ります。
　□鳥獣害対策事業
　□町内ハイキングコース等環境整備事業
　□ダム周辺環境整備事業
　□路面凍結箇所解消事業
　□学校環境整備事業
　□学校ＩＣＴ支援事業
　□学校図書整理事業　　　　　
　□住民総合窓口支援業務

　地域の地場産業を育成していくこと
は、地域に活力を生み出し、活力が生ま
れることにより、更に産業も進展してい
きます。
　また、地域に暮らす人たちが元気にな
ることも活力を生み出す源となっていま
すので、皆さんが元気になるイベントを
積極的に展開していきます。

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり
両
神
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

両神山麓花の郷・ダリア園

総事業費：１２７万円
町 の 負 担 金 １２７万円

総事業費：４００万円
町 の 負 担 金 ４００万円

総事業費：２，８０９万円
県 補 助 金 ２，８０９万円
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Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

■森林管理道改良事業（担当：産業観光課）

　本年度は、譲沢線（両神小森）、藤指線（両神薄）
の改良工事を実施します。

■森林管理道舗装事業（担当：産業観光課）

　本年度は、次の路線の舗装工事を実施します。
　　○浦島線（両神薄）　○日蔭入線（両神薄）
　　○北ノ入線（般若）　○長久保線（日尾）

■住宅リフォーム資金助成事業（担当：産業観光課）

　町の経済活性化や定住促進を推進するため、本年
度も住宅リフォームに要する経費の一部を助成しま
す。

■四季の道維持管理事業（担当：産業観光課）

　手軽なハイキング・散歩コースとして大勢の方が
利用している遊歩道です。
　本年度は、老朽化した展望台（やすらぎの丘上）
の修復工事を実施します。

■観光施設整備事業（担当：産業観光課）

　両神勤労者福祉センターの隣の広場を、新たにグ
ラウンドゴルフができる芝生広場として、天然芝で
整備します。
　また、芝を管理するため、専用の乗用芝刈り機も
購入します。

芝生広場

総事業費：１，２８９万円
町 の 負 担 金 １，２８９万円
（内借入金） 1,000万円

総事業費：１，０００万円
町 の 負 担 金 １，０００万円

総事業費：４８１万円
町 の 負 担 金 ４８１万円

総事業費：１，１００万円
県 補 助 金 255万円
町 の 負 担 金 845万円
（内借入金） 610万円

総事業費：３，７２０万円
県 補 助 金 1,062万円
町 の 負 担 金 2,658万円
（内借入金） 2,020万円
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Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

■観光振興事業（担当：産業観光課）

　毎年盛大に開催されている「両神ふるさとまつり」
の運営団体である両神ふるさとまつり実行委員会を
始め、各種観光推進団体の活動に対する助成金を計
上しました。
　特に、小鹿野両神観光協会に対しては、各種事業
の委託金として、総額として前年度より多くの助成
金を交付します。

■まちづくり活動推進事業（担当：産業観光課）

　今年で４回目を迎える「路地ＳＴ」は、徐々に中
心市街地活性化事業として根付いてきました。
　今年は、全国路地サミットと同時開催が予定され
ていますので、今まで以上に賑やかな催し物になる
ものと思います。

■国民宿舎事業会計（担当：産業観光課）

　町民の憩いの施設であると同時に、観光の拠点施
設ともなっています。
　昨年度で借入金の返済が終了したので、これから
は、施設の改修計画を検討し、さらなる施設の充実
を図ります。

総事業費：１，６６０万円
使 用 料 等 10万円
町 の 負 担 金 1,650万円

総事業費：６３３万円
国 補 助 金 220万円
町 の 負 担 金 413万円

総事業費：２億２，４６０万円
事 業 収 入 22,460万円

路地ST

尾ノ内渓谷
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　資　料　編　

１　財政指標

２　一般会計当初予算の推移

区　　　分 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 判断基準
財政力指数（３カ年平均） ０．４３ ０．４２ ０．３９ 高いほうが良い
経常収支比率 ８１．３ ８１．２ ８０．０ 低いほうが良い
公債費負担比率 １５．７ １５．９ １４．４ 低いほうが良い
実質公債費比率 １５．６ １５．０ １４．１ 低いほうが良い
将来負担比率 １０７．６ ８７．８ ６３．０ 低いほうが良い

【用語解説】
財政力指数⇒標準的にかかる経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕が
あることになります。
経常収支比率⇒財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性が大きいことにな
ります。
公債費負担比率⇒�公債費（借金返済）に充てられた一般財源の一般財源総額に占める割合です。
実質公債費比率⇒標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企業会計への繰出金のうち公
債費に当たるものも含みます。）の割合で、１８％を超えると地方債の発行に許可が必要にな
ります。
将来負担比率⇒一般会計の借金（町債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での
残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。

●ワンポイント●
　予算額は、その年に建設事業（施設等の建設・整備）等をどれだけ行うかにより大きく増減
します。
　大規模な道路施設等の建設事業がある年には増え、終了した時に減りますので、一概にその
評価はできませんが、一つの目安としては基金（貯金）から繰入れ（取り崩し）が０での予算
額になれば当該年度の収入で賄われている予算となります。

6,322

6,410

6,135

5,721

5,852

H24

0 2,000 4,000 6,000 8,000
（単位：百万円）

H23

H22

H21

H20
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　資　料　編　

３　平成２４年度一般会計予算の状況

【用語解説】
地方交付税⇒行政サービ
スの一定水準の確保と自
治体間の不均衡を調整す
るため国から交付される
ものです。地方交付税は
普通交付税と災害など特
別な事情により配分され
る特別交付税がありま
す。
町債⇒町の借金で、将来
にわたって返済が必要で
す。
繰入金⇒貯金（基金）か
らの収入（取り崩し）で
す。

【用語解説】
公債費⇒町の借金を返すため
のお金です。

●ワンポイント●
　国や県の動向に左右されない財政運営（やりくり）を行うには自主財源が多いほうが好まし
いとされています。

●ワンポイント●
　道路や各種施設の建設時
に、その資金として借り入れ
たお金の返済金が公債費です
が、町民の皆さんにとっての
費用対効果の視点に立って借
り入れを行い、その削減に努
力していくことが健全な町の
財政を維持していくためにも
必要となってきています。

使用料及び手数料
196,707千円
（3.1％）

地方譲与税等
222,802千円
（3.5％）

県支出金
347,132千円
（5.5％）

国庫支出金
414,751千円
（6.6％）

町債
502,300千円
（7.9％）

諸収入
157,319千円
（2.5％）

繰入金
217,020千円
（3.4％）

その他
260,820千円
（4.1％）

地方交付税
2,720,000千円
（43.0％）

町税
1,283,479千円
（20.3％）
自
主
財
源

依
存
財
源

歳　　　　入

予算総額　63億2，233万円

自主財源
2,115,345千円
（33.5％）

依存財源
4,206,985千円
（66.5％）

民生費
1,908,262千円
（30.2％）

総務費
806,872千円
（12.8％）

教育費
768,178千円
（12.2％）

公債費
814,143千円
（12.9％）衛生費

738,321千円
（11.7％）

消防費
346,720千円
（5.5％）

土木費
343,394千円
（5.4％）

農林水産業費
253,529千円
（4.0％）

商工費
242,615千円
（3.8％）

議会費
84,695千円
（1.3％）

その他
15,601千円
（0.2％）

歳　　　　出
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　資　料　編　

４　町税の推移

５　普通交付税の推移

【用語解説】
町民税（個人）⇒�個人の所得に対して課税される町の税金です。
町民税（法人）⇒�会社等の所得に対して課税される町の税金です。

●ワンポイント●
　普通交付税は財源の中心となる収入ですが、交付額は国の財政状況等に左右されます。今後
も収入に見合った支出が必要となりますので支出については、よりその内容を精査し、町民の
皆さんに理解していただける内容にしていくよう努めていきます。

●ワンポイント●
　町税収入は近年の景気低迷により、横ばいないし減少傾向にあります。
　平成24年度の町税収入については、制度改正等により増収見込みとなっています。

1,600

1,800

2,000
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2,600

2,800

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

2,533 2,585

2,034
2,169

1,996

1,9671,970

2,177

2,317

（単位：百万円）
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入湯税
たばこ税
軽自動車税

固定資産税
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６　基金（貯金）の推移

７　地方債（借金）残高の推移

●ワンポイント●
　基金は家計でいえば貯金にあた
るものです。いざというときに備
え、貯えておくことが必要なもの
です。今後の経済状況によっては
大胆な支出も見据えていかなけれ
ばなりません。

●ワンポイント●
　地方債については、残高の減少
に努めてまいりましたが、学校施
設の大規模改修等により増加が見
込まれています。
　また、地方債には、借金返済額
に対し、決まった率で返済額の一
部が地方交付税として交付される
ものがあります。
　今後とも交付税で措置される有
利な地方債（※）の活用を検討し
ていきます。

（単位：百万円）
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（※H23は見込額）

（単位：百万円）

（※H23は見込額）
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【※有利な地方債とは？】
　地方債とは、地方公共団体が公共工事等を行う場合の借入金（借金）です。
　通常の地方債は、借り入れた額に利子を付けて返済します。有利な地方債とは、元金と利子
の返済額の一定割合が交付税に算入されるというものです。
平成22年度決算に基づく有利な地方債残額
●過 疎 債：	 551,352千円	 〔交付税算入率：	 70％〕
●辺 地 債：	 93,064千円	 〔交付税算入率：	 80％〕
●合 併 特 例 債：	 523,442千円	 〔交付税算入率：	 70％〕
●臨時財政対策債：	2,742,466千円	 〔交付税算入率：	100％〕
　※�臨時財政対策債は、交付税の代替として発行する地方債で、返済額の満額が交付税で措置

されます。
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小鹿野町役場電話番号一覧　代表 0494－75－1221　FAX 0494－75－2819
■小鹿野庁舎１階 ■保健福祉センター
総 務 課 ７５－１２２５ 保 健 福 祉 課 ７５－４４２１
総 合 政 策 課 ７５－４１９７ ■町立病院
税 務 課 ７５－４１２５ 町 立 病 院 ７５－２３３２
住 民 課 ７５－４１７０ ■衛生センター
会 計 課 ７５－４１３６ 衛 生 課 ７５－０３５２

■小鹿野庁舎２階 ■小鹿野文化センター
議 会 事 務 局 ７５－４１９９ 社 会 教 育 課

７５－００６３
■両神庁舎１階 中 央 公 民 館
両神庁舎管理課 ７９－１１２２ ■上水道浄水場
産 業 観 光 課 ７９－１１００ 水 道 課 ７５－００４３
建 設 課 ７９－１２０４ ■両神ふるさと総合会館
学 校 教 育 課 ７９－１２０１ 両 神 公 民 館 ７９－１３１１

●防災放送内容確認電話　７９－１７６１ 町 立 図 書 館 ７９－０１５０

８　職員数・職員給の推移（一般会計）

●ワンポイント●
　事務事業の整理合理化・組織の
見直し、指定管理者による経費削
減等の推進による組織活力の向上
にも配慮しながら、職員の適正な
管理を進めています。

（※当初予算書から）
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